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貧血にはさまざまな種類がありますが、貧血のうちで最も多いのが

鉄
て つ

欠乏性
けつ ぼうせ い

貧血
ひん けつ

で、妊娠中にも多くみられます。

妊娠すると胎児や胎盤への鉄分の補給が必要となるほか、母体その

ものの血液量の増加により、赤血球生成のための鉄が必要となるた

めです。 

貧血とは、赤血球中のヘモグロビン量 

または赤血球数のいずれか、または両方が 

減少した状態をいいます。 

血液は、血球（赤血球、白血球、血小板）と血漿
けっしょう

とから成っています。

このうち貧血に関係するのは赤血球
せっけっきゅう

です。 

赤血球にはヘモグロビンという鉄を含む色素があり、血液が赤く見え

るのはこのためです。ヘモグロビンは肺に取り入れた酸素を体内に運

搬する働きをしています。 

母体への影響 

顔面蒼白、易
い

疲労性
ひ ろ う せ い

、

動悸・息切れ、めまい

など。 

胎児への影響 

赤ちゃんは生後 2～3

か月後に貧血を起こ

しやすい。 

貧血とは？ 

＊妊娠中の鉄欠乏性貧血は母体と胎児にさまざまな影響を与えます。 

http://2.bp.blogspot.com/-6Ywn3tfCVXg/UZMsxbG5tfI/AAAAAAAASHE/wNWWKUIF6Ls/s800/fabric_circle_white.png
http://2.bp.blogspot.com/-6Ywn3tfCVXg/UZMsxbG5tfI/AAAAAAAASHE/wNWWKUIF6Ls/s800/fabric_circle_white.png
http://4.bp.blogspot.com/-AMvU8dkalro/UZ2VAJyMdAI/AAAAAAAATsQ/WbnJUh63pBE/s800/kibunwarui_woman.png
http://www.irasutoya.com/2012/12/blog-post_2728.html


貧血の治療 

鉄欠乏性貧血の治療は①食事療法と②鉄剤内服です。 

 

 

 

①食事療法

鉄を多く含む食品 

食品類 食品 食品類 食品 

鶏卵 卵黄 

豆類 

枝豆 

肉類 

豚レバー がんもどき 

鶏もつ 豆腐 

豚もつ 納豆 

魚介類 

あさり佃煮 

緑色野菜 

春菊 

かき 小松菜 

かつお ホウレンソウ 

あさり 
果物 

干あんず 

しじみ レーズン 

海藻類 
ひじき 

のり 

②鉄剤内服

鉄剤の内服中、便が黒色になることがありま    

すが、鉄が腸内で変化したもので心配はいり

ません。副作用として嘔気、便秘がおこることが

あります。症状がつらい場合には、薬剤の種類を変更でき

るので主治医に相談してください。

鉄の補充が十分で

ないうちに服用を

中止すると、貧血状

態にすぐに戻って

しまいます。 
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